
(57)【要約】

【課題】捕集された塵埃を確実に吸塵し外部に排出でき

る空気調和機を提供する。

【解決手段】熱交換器１３に流入する空気に含まれる塵

埃を捕集するエアフィルター２と、前記エアフィルター

２の表面に沿って駆動可能に設けられると共に前記エア

フィルター２で捕集された塵埃を吸引する吸引ノズル３

と、前記吸引ノズル３を通して塵埃を吸引し外部に排出

する吸引装置６と吸引装置ユニット（図示せず）を備え

、前記吸引装置６を、室内機１９内に、吸引装置ユニッ

トを室内機１９の外部にそれぞれ設置したもので、エア

フィルター２に付着した塵埃を吸引ノズル３により、自

動で確実に吸引清掃することが可能となり、空気調和機

の性能維持及び消費電力の増大防止を図ることができる

。また、吸引装置６と吸引装置ユニットの複数の装置に

より、塵埃排気用の排気ダクト７を長く引き回した場合

でも、吸引力の低下を防止することができる。

【選択図】図２

JP 2007-101109 A 2007.4.19



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器 に 流 入 す る 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 を 捕 集 す る エ ア フ ィ ル タ ー と 、
前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 表 面 に 沿 っ て 駆 動 可 能 に 設 け ら れ る と 共 に 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー で 捕
集 さ れ た 塵 埃 を 吸 引 す る 吸 引 ノ ズ ル と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル を 通 し て 前 記 塵 埃 を 吸 引 し 外 部 に
排 出 す る 複 数 の 吸 引 装 置 と を 備 え 、 前 記 吸 引 装 置 を 、 少 な く と も 空 気 調 和 機 本 体 の 内 部 と
外 部 に そ れ ぞ れ 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ２ 】
空 気 調 和 機 本 体 の 外 部 に 設 置 す る 吸 引 装 置 を 、 室 外 側 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ３ 】
空 気 調 和 機 を 室 内 機 と 、 前 記 室 内 機 に 接 続 さ れ た 室 外 機 で 構 成 し 、 吸 引 装 置 を 前 記 室 内 機
の 内 部 と 前 記 室 外 機 内 部 の そ れ ぞ れ に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の
空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ４ 】
空 気 調 和 機 を 室 内 機 と 、 前 記 室 内 機 に 接 続 さ れ た 室 外 機 で 構 成 し 、 吸 引 装 置 を 前 記 室 内 機
の 室 外 側 に 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 請 求 項 ５ 】
吸 引 装 置 を 室 外 機 内 に も 設 置 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 空 気 調 和 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 フ ィ ル タ ー の 清 掃 を 自 動 的 に 行 う よ う に し た 空 気 調 和 機 に 関 す る も の で あ る
。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 空 気 調 和 機 は 、 熱 交 換 器 の 前 面 に 、 空 気 調 和 機 の 本 体 内 部 に 塵 埃 が 侵 入 す る の を
防 ぐ た め の エ ア フ ィ ル タ ー が 設 け ら れ て お り 、 こ の エ ア フ ィ ル タ ー は 、 付 着 し た 塵 埃 を 手
で 清 掃 で き る よ う に 本 体 に 着 脱 自 在 に 装 着 さ れ て い る 。 こ の よ う な 空 気 調 和 機 で は 、 エ ア
フ ィ ル タ ー を 頻 繁 に メ ン テ ナ ン ス し な け れ ば な ら ず 、 ま た 、 次 の メ ン テ ナ ン ス が 行 わ れ る
ま で の 間 に 、 エ ア フ ィ ル タ ー が 徐 々 に 目 詰 ま り し て い き 、 そ の 結 果 、 熱 交 換 器 を 通 過 す る
風 量 が 低 下 し 、 空 調 能 力 が 著 し く 低 下 し て 消 費 電 力 の 増 大 に つ な が る と い っ た 問 題 が あ っ
た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 し 、 エ ア フ ィ ル タ ー の メ ン テ ナ ン ス の 手 間 を 低 減 す る 目 的 で 、 エ ア フ ィ
ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 、 ブ ラ シ に て 定 期 的 に 自 動 清 掃 す る 自 動 清 掃 装 置 が 考 案 さ れ て い
る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ９ ９ ４ ７ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た 従 来 の 空 気 調 和 機 の 構 成 で は 、 ブ ラ シ と エ
ア フ ィ ル タ ー が お 互 い に こ す ら れ る た め ブ ラ シ に 塵 埃 が 絡 み つ い た り 、 ブ ラ シ が 摩 耗 も し
く は 変 形 し て 清 掃 機 能 が 低 下 す る な ど の 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 あ る 程 度 の 時 間 が 経 過 し た
ら 、 ブ ラ シ で 掻 き 落 と し て 集 め た 塵 埃 を 処 理 し な く て は な ら ず メ ン テ ナ ン ス の 手 間 が 大 幅
に 軽 減 さ れ る も の で は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る も の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー 全 面 の 自 動 清 掃 を 行 う こ
と が で き る と 共 に 、 メ ン テ ナ ン ス が 極 め て 容 易 な 空 気 調 和 機 を 提 供 す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 従 来 の 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器
に 流 入 す る 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 を 捕 集 す る エ ア フ ィ ル タ ー と 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 表 面
に 沿 っ て 駆 動 可 能 に 設 け ら れ る と 共 に 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー で 捕 集 さ れ た 塵 埃 を 吸 引 す る 吸
引 ノ ズ ル と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル を 通 し て 前 記 塵 埃 を 吸 引 し 外 部 に 排 出 す る 複 数 の 吸 引 装 置 と
を 備 え 、 前 記 吸 引 装 置 を 、 少 な く と も 空 気 調 和 機 本 体 の 内 部 と 外 部 に そ れ ぞ れ 設 置 し た も
の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 吸 引 ノ ズ ル に よ り 、 自 動 で 確 実 に 吸 引 清 掃 す る こ
と が 可 能 と な り 、 空 気 調 和 機 の 性 能 維 持 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き る 。 ま
た 、 複 数 の 吸 引 手 段 に よ り 、 吸 引 装 置 に 連 結 さ れ た 塵 埃 排 気 用 の 排 気 ダ ク ト を 長 く 引 き 回
し た 場 合 で も 、 吸 引 力 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 空 気 調 和 機 の 性 能 維 持 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で
き る と 共 に 、 排 気 ダ ク ト を 長 く 引 き 回 し た 場 合 の 吸 引 力 の 低 下 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 第 １ の 発 明 は 、 熱 交 換 器 と 、 前 記 熱 交 換 器 に 流 入 す る 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 を 捕 集 す る エ
ア フ ィ ル タ ー と 、 前 記 エ ア フ ィ ル タ ー の 表 面 に 沿 っ て 駆 動 可 能 に 設 け ら れ る と 共 に 前 記 エ
ア フ ィ ル タ ー で 捕 集 さ れ た 塵 埃 を 吸 引 す る 吸 引 ノ ズ ル と 、 前 記 吸 引 ノ ズ ル を 通 し て 前 記 塵
埃 を 吸 引 し 外 部 に 排 出 す る 複 数 の 吸 引 装 置 と を 備 え 、 前 記 吸 引 装 置 を 、 少 な く と も 空 気 調
和 機 本 体 の 内 部 と 外 部 に そ れ ぞ れ 設 置 し た も の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 塵 埃 を 吸 引
ノ ズ ル に よ り 、 自 動 で 確 実 に 吸 引 清 掃 す る こ と が 可 能 と な り 、 空 気 調 和 機 の 性 能 維 持 及 び
消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 複 数 の 吸 引 手 段 に よ り 、 吸 引 装 置 に 連 結
さ れ た 塵 埃 排 気 用 の 排 気 ダ ク ト を 長 く 引 き 回 し た 場 合 で も 、 吸 引 力 の 低 下 を 防 止 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 ２ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ の 発 明 の 空 気 調 和 機 本 体 の 外 部 に 設 置 す る 吸 引 装 置 を 、 室 外
側 に 設 置 し た も の で 、 一 部 の 吸 引 装 置 を 室 外 側 に 設 置 す る こ と に よ り 、 高 い 吸 引 力 を 維 持
し な が ら 、 清 掃 時 の 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 ３ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 の 空 気 調 和 機 を 室 内 機 と 、 前 記 室 内 機 に 接 続
さ れ た 室 外 機 で 構 成 し 、 吸 引 装 置 を 前 記 室 内 機 の 内 部 と 前 記 室 外 機 内 部 の そ れ ぞ れ に 設 置
し た も の で 、 複 数 の 吸 引 手 段 に よ り 塵 埃 の 吸 引 力 を 高 め ら れ と 共 に 、 外 部 に 配 さ れ る 吸 引
装 置 が 室 外 機 の 中 に 配 置 さ れ る こ と に よ り 清 掃 時 の 騒 音 を 低 減 す る こ と が で き 、 ま た 、 室
外 機 の 中 に 吸 引 装 置 を 予 め 組 み 込 ん で お け ば 、 室 内 機 側 の 吸 引 装 置 に 連 結 さ れ た 塵 埃 排 気
用 の 排 気 ダ ク ト を 室 外 機 に 接 続 す る だ け で 工 事 が 容 易 に 行 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ４ の 発 明 は 、 特 に 、 第 １ 又 は 第 ２ の 発 明 の 空 気 調 和 機 を 室 内 機 と 、 前 記 室 内 機 に 接 続
さ れ た 室 外 機 で 構 成 し 、 吸 引 装 置 を 前 記 室 内 機 の 室 外 側 に 設 置 し た も の で 、 室 外 側 に 配 さ
れ た 吸 引 装 置 か ら の 騒 音 が そ の 裏 側 に あ る 室 内 機 で 遮 蔽 さ れ る の で 、 清 掃 時 の 騒 音 を 大 幅
に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 第 ５ の 発 明 は 、 特 に 、 第 ４ の 発 明 の 空 気 調 和 機 に お い て 、 吸 引 装 置 を 室 外 機 内 に も 設 置
し た も の で 、 吸 引 力 が 一 層 高 め ら れ る と 共 に 、 清 掃 時 の 騒 音 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 の
形 態 に よ っ て 本 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
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　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 に つ い て の 図 １ ～ ７ を 用 い て 説 明 す る 。
図 １ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 正 面 図 で 、 図 ２ は 、 同 室 内 機 の 断 面
図 （ 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 ） 、 図 ３ は 、 同 室 内 機 に 内 蔵 さ れ た フ ィ ル タ ー 装 置 の 構 成 例 を 示
す 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ 、 ２ に お い て 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 は 、 室 内 機 ９ と 、 室 内 機 ９ と 冷 媒
管 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 接 続 さ れ る 室 外 機 （ 図 示 せ ず ） か ら な り 、 室 内 機 １ ９ は 、 前 部 に
前 面 パ ネ ル １ ２ を 有 し 、 内 部 に 熱 交 換 器 １ ３ と 、 熱 交 換 器 １ ３ の 上 流 側 に 配 さ れ 熱 交 換 器
１ ３ に 流 入 す る 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 を 捕 集 す る フ ィ ル タ ー 装 置 ２ ２ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ３ に お い て 、 フ ィ ル タ ー 装 置 ２ ２ は 、 熱 交 換 器 １ ３ を 通 過 す る 空 気 に 含 ま れ る 塵 埃 を
捕 集 す る エ ア フ ィ ル タ ー ２ と 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ を 支 持 固 定 す る フ ィ ル タ ー 枠 １ と 、 エ ア
フ ィ ル タ ー ２ の 上 流 側 表 面 に 沿 っ て 移 動 可 能 に 設 け ら れ エ ア フ ィ ル タ ー ２ で 捕 集 さ れ た 塵
埃 を 吸 引 す る 吸 引 ノ ズ ル ３ と 、 フ ィ ル タ ー 枠 １ の 上 下 端 に 設 置 さ れ 、 吸 引 ノ ズ ル ３ を エ ア
フ ィ ル タ ー ２ と 極 め て 狭 い 間 隙 を 保 っ て 円 滑 に 左 右 に 移 動 で き る よ う に ガ イ ド す る ガ イ ド
レ ー ル ４ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ５ は 、 一 端 が 吸 引 ノ ズ ル ３ に 連 結 さ れ 、 他 端 が 吸 引 装 置 ６ に 連 結 さ れ た 吸 引 ダ ク ト で 、
吸 引 ノ ズ ル ３ の 移 動 に 差 し 支 え な い よ う に 折 り 曲 げ 可 能 な ダ ク ト で 形 成 さ れ て い る 。 さ ら
に 、 吸 引 装 置 ６ の 排 気 側 に は 、 室 外 と 連 通 す る 排 気 ダ ク ト ７ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 吸 引 装 置 ６ で 発 生 す る 吸 引 風 が 吸 引 ノ ズ ル ３ に 作 用 し て 、 エ ア フ ィ ル
タ ー ２ 上 の 塵 埃 が 、 吸 引 ノ ズ ル ３ を 通 し て 吸 引 さ れ 、 吸 引 ダ ク ト ５ を 経 由 し て 、 吸 引 装 置
６ 、 排 気 ダ ク ト ７ を 通 り 室 外 に 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 図 ４ 、 ５ を 用 い て 、 吸 引 ノ ズ ル ３ の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 吸 引 ノ ズ ル ３ は 、 吸 引 し た 風 の 流 通 路 を 構 成 す る ノ ズ ル ８ と 、 ル ー プ 状 に 形 成 さ れ ノ ズ
ル ８ を 囲 む よ う に 設 け ら れ た フ ィ ル ム ９ と 、 フ ィ ル ム ９ を 支 持 し て 駆 動 力 を 伝 え る ギ ヤ １
４ と 、 フ ィ ル ム ９ を 支 持 し て 円 滑 に 駆 動 さ せ る た め の ロ ー ラ ー １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 、 １ ５ ｃ か
ら 構 成 さ れ る 。 ノ ズ ル ８ の エ ア フ ィ ル タ ー ２ 側 の 面 に は 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ の 縦 長 さ に 相
当 す る 長 さ で ス リ ッ ト 状 の ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 方 、 ル ー プ 状 に 形 成 さ れ た フ ィ ル ム ９ は 、 ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ を 覆 う よ う に ノ ズ ル ８ の
外 周 に 巻 き 付 け ら れ 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ 側 の 面 は 、 ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ に 対 向 す る 位 置 に 開
口 部 １ ６ を 有 す る フ ィ ル ム ガ イ ド １ ７ で 支 持 さ れ て い る 。 又 、 フ ィ ル ム ９ に は 、 ス リ ッ ト
状 の 吸 引 孔 １ １ が 設 け て あ り 、 吸 引 孔 １ １ の 位 置 が ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ に 相 対 す る 位 置 に な
る よ う に フ ィ ル ム ９ が 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ィ ル ム ９ の 両 端 に は 、 等 間 隔 の 駆 動 穴 ９ ａ が 設 け ら れ て お り 、 ス テ ッ ピ ン グ モ ー タ ー
（ 図 示 せ ず ） に 連 結 さ れ た ギ ヤ １ ４ の 歯 １ ４ ａ が 、 駆 動 穴 ９ ａ に 噛 み 合 わ さ る こ と に よ っ
て フ ィ ル ム ９ は 、 上 下 方 向 の い ず れ に も 自 在 に 駆 動 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ 、 ７ は 、 本 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 図 で あ る 。 図 ６ 、 ７
に お い て 、 １ ８ は 、 排 気 ダ ク ト ７ の 途 中 で か つ 室 内 の 壁 に 取 り 付 け ら れ 、 空 気 調 和 機 １ ９
に 内 蔵 さ れ た 吸 引 装 置 ６ に よ り 排 出 さ れ た 塵 埃 を さ ら に 吸 引 し 、 室 外 に 排 出 す る た め の 第
２ の 吸 引 装 置 と な る 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 空 気 調 和 機 の 動 作 、 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
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　 吸 引 装 置 ６ の 運 転 が 開 始 す る と 、 吸 引 装 置 ６ に よ っ て 吸 引 さ れ る 風 量 は 、 フ ィ ル ム ９ に
設 け た 吸 引 孔 １ １ に 絞 ら れ て 集 中 す る こ と と な る の で 、 少 な い 風 量 で も 吸 引 孔 １ １ 部 分 で
は 強 い 風 速 を 発 生 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。 す な わ ち 、 小 出 力 で 強 い 吸 引 力 を 発 揮 す る こ
と が 可 能 と な る 。 こ の 強 い 吸 引 力 で 吸 引 さ れ た エ ア フ ィ ル タ ー ２ 上 の 塵 埃 は 、 吸 引 孔 １ １
か ら ノ ズ ル 開 口 部 １ ０ を 経 て ノ ズ ル ８ 内 部 に 入 り 、 さ ら に 吸 引 ダ ク ト ５ を 経 由 し て 吸 引 装
置 ６ に い た り 、 排 気 ダ ク ト ７ に 送 り 込 ま れ る 。 そ し て 、 排 気 ダ ク ト ７ の 途 中 に 設 け ら れ た
吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ に よ り 、 吸 引 装 置 ６ か ら 送 り 出 さ れ た 塵 埃 が 吸 引 さ れ 、 排 気 ダ ク ト
７ よ り 室 外 に 勢 い よ く 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 又 、 吸 引 ノ ズ ル ３ を 左 右 に 駆 動 す る 毎 に 、 フ ィ ル ム ９ を 駆 動 し て 吸 引 孔 １ １ の 位 置 を 移
動 さ せ る こ と で 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ の 全 面 を 吸 引 清 掃 す る こ と が 可 能 と な り 、 空 気 調 和 機
の 性 能 維 持 及 び 消 費 電 力 の 増 大 防 止 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ の 清 掃 が 自 動 で 行 わ れ る と 共
に 塵 埃 が 室 外 に 自 動 的 に 排 出 さ れ る の で 、 塵 埃 処 理 な ど の メ ン テ ナ ン ス が 不 要 で 、 し か も
、 排 気 ダ ク ト ７ を 長 く 引 き 回 し た 場 合 で も 、 空 気 調 和 機 内 部 の 吸 引 装 置 ６ に 加 え 、 空 気 調
和 機 の 外 部 に 配 さ れ た 第 ２ の 吸 引 手 段 す な わ ち 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ に よ り 、 吸 引 力 の 低
下 を 防 止 し 、 塵 埃 を 確 実 に 室 外 に 放 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ８ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 を 示 す 図 、 図 ９ は 、
図 ８ の Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 と 同 一 部 分
に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 第 １ の 実 施 の 形 態 で は 、 第 ２ の 吸 引 手 段 で あ る 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ を 室 内 壁 面 に
設 け た が 、 本 実 施 の 形 態 は 、 図 ８ 、 ９ に 示 す よ う に 、 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ を 外 壁 す な わ
ち 室 外 に 設 け た も の で 、 そ れ に よ り 塵 埃 を 排 出 す る た め に 吸 引 力 を 高 め な が ら 、 エ ア フ ィ
ル タ ー ２ の 清 掃 時 の 騒 音 を 低 減 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ３ ）
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 を 示 す 図 、 図 １ １
は 、 図 １ ０ の Ｅ － Ｅ 断 面 図 で あ る 。 尚 、 上 記 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 と 同 一 部 分 に
つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 上 記 実 施 の 形 態 同 様 に 空 気 調 和 機 の 室 内 機 １ ９ に 吸 引 手 段 ６ を 設 け る
と 共 に 、 室 外 機 ２ ０ に も 吸 引 手 段 ６ を 配 し 、 両 吸 引 手 段 ６ 間 を 排 気 ダ ク ト ７ で 連 通 さ せ た
も の で 、 塵 埃 の 吸 引 力 を 高 め な が ら エ ア フ ィ ル タ ー ２ 清 掃 時 の 騒 音 を 低 減 す る こ と が 可 能
と な る も の で あ る 。 又 、 吸 引 手 段 ６ を 工 場 な ど で 予 め 室 外 機 ２ ０ に 組 み 込 ん で お け ば 、 空
気 調 和 機 の 設 置 現 場 で は 、 排 気 ダ ク ト ７ を 室 外 機 ２ ０ に 接 続 す る だ け で 済 む の で 工 事 を 容
易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ４ ）
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 を 示 す 図 、 図 １ ３
は 、 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 と 同 一 部 分
に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 １ ２ 、 １ ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ の 吸 引 手 段 で あ る 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト
１ ８ を 、 室 内 機 １ ９ の 室 外 側 に 設 置 し た も の で 、 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ か ら 生 じ る 音 が 室
内 機 １ ９ で 遮 蔽 さ れ る の で 、 エ ア フ ィ ル タ ー ２ の 清 掃 時 の 騒 音 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で
き る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ５ ）
　 図 １ ４ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 を 示 す 図 、 図 １ ５
は 、 図 １ ４ の Ｇ － Ｇ 断 面 図 で あ る 。 な お 、 上 記 実 施 の 形 態 に お け る 空 気 調 和 機 と 同 一 部 分
に つ い て は 同 一 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 実 施 の 形 態 は 、 図 １ ４ 、 １ ５ に 示 す よ う に 、 室 内 機 １ ９ に 内 蔵 さ れ た 吸 引 装 置 ６ に 加
え 、 そ れ と 連 通 す る 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ を 室 内 機 １ ９ の 室 外 側 に 設 置 し 、 さ ら に そ の 吸
引 装 置 ユ ニ ッ ト １ ８ と 排 気 ダ ク ト ７ を 介 し て 連 通 さ れ る 吸 引 装 置 ６ を 室 外 機 ２ ０ の 内 部 に
も 設 置 し た も の で 、 塵 埃 を 吸 引 す る た め の 吸 引 力 を 大 幅 に 高 め な が ら 、 し か も 清 掃 時 の 騒
音 を 大 幅 に 低 減 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 空 気 調 和 機 は 、 エ ア フ ィ ル タ ー に 付 着 し た 埃 を 自 動 的 に し か も 確 実 に 吸 塵 ・ 排
気 で き る も の で 、 空 気 調 和 機 に 限 ら ず 空 気 清 浄 機 、 換 気 扇 な ど フ ィ ル タ ー を 使 用 す る 機 器
に 広 く 適 用 で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 空 気 調 和 機 の 室 内 機 の 正 面 図
【 図 ２ 】 同 室 内 機 の 断 面 図 （ 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 図 ）
【 図 ３ 】 同 室 内 機 に 内 蔵 さ れ た フ ィ ル タ ー 装 置 の 構 成 例 を 示 す 全 体 斜 視 図
【 図 ４ 】 （ ａ ） 同 フ ィ ル タ ー 装 置 の 吸 引 ノ ズ ル の 断 面 図 （ ｂ ） 同 吸 引 ノ ズ ル の 部 分 側 面 図
【 図 ５ 】 図 ４ の Ｂ － Ｂ 断 面 図
【 図 ６ 】 同 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 正 面 図
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｃ － Ｃ 断 面 図
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 正 面 図
【 図 ９ 】 図 ８ の Ｄ － Ｄ 断 面 図
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ３ に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 正 面 図
【 図 １ １ 】 図 １ ０ の Ｅ － Ｅ 断 面 図
【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ４ に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 正 面 図
【 図 １ ３ 】 図 １ ２ の Ｆ － Ｆ 断 面 図
【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ５ に お け る 空 気 調 和 機 の 据 付 状 態 図 を 示 す 正 面 図
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の Ｇ － Ｇ 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ２ 　 エ ア フ ィ ル タ ー
　 ３ 　 吸 引 ノ ズ ル
　 ６ 　 吸 引 装 置
　 ７ 　 吸 引 ダ ク ト
　 １ ３ 　 熱 交 換 器
　 １ ８ 　 吸 引 装 置 ユ ニ ッ ト （ 吸 引 装 置 ）
　 １ ９ 　 室 内 機
　 ２ ０ 　 室 外 機

10

20

30

40

(6) JP 2007-101109 A 2007.4.19



【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】
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